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令和６年１月（第１０回）教育研究評議会議事要旨 

 

日 時  令和６年１月１８日（水）１３：３０～１４：１５ 

場 所  本部棟第一会議室（ウェブ会議システム「Microsoft Teams」を併用） 

出席者  ３７／３９ 

欠席者  遊佐副理事・社会文化科学研究科長（西田副研究科長代理出席）、林副理事 

 

○ 前回議事要旨の確認 

令和５年１２月開催（第９回）の議事要旨について、原案のとおり確認された。 

 

○ 議 事 

１ 審議事項 

（１）特別支援教育特別専攻科及び養護教諭特別別科の廃止について 

 三村理事から、特別支援教育特別専攻科及び養護教諭特別別科の廃止について、令

和５年７月１８日開催の本会議で方向性が承認されて以降、文部科学省に協議し、令

和７年度に廃止することが了承された旨の説明があった。 

 続けて、三村理事の指名により、髙瀬教育学研究科長から、資料１に基づき、特別

支援教育特別専攻科及び養護教諭特別別科を廃止することに伴う措置として教育学部

の教育課程を活用した特別支援教育第１種免許取得のための履修証明プログラムを開

設すること、また、養護教諭の教員免許状を持たない者を対象とした養護教諭の一種

免許状及び専修免許状取得が可能な３年制プログラムを教職大学院に設置することの

提案があり、審議の結果、承認された。 

 なお、本件は、１月開催の経営協議会及び役員会で審議することとなった。 

 

（２）第４期中期計画の変更について 

 三村理事から、資料２に基づき、第４期中期計画の変更について、変更内容と変更

理由の説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 なお、本件は、１月開催の経営協議会及び役員会で審議することとなった。 

 〇 中期計画（１－３）の追加 

 大学・高専機能強化支援事業に採択されたことに伴い、工学部の入学定員を令

和６年度から３０名増員するとともに、第４期中期目標期間終了時までに、同規

模（３０名）の定員減を行う学部及び人数を決定し、第５期中期目標期間終了時

までに定員減を行うため。 

 〇 中期計画（９－２）の評価指標の修正 

 若手研究者の重点配置と学内リソースの更なる重点投資を行い、達成水準の上

方修正を行うため（意欲的な評価指標の再申請中） 

 〇 別表1（学部、研究科等及び収容定員）の修正 

 令和６年度に実施する学部改組等に伴う収容定員の変更のため 

 

（３）令和４年度に係る自己点検・評価について 

 三村理事から、資料３に基づき、令和４年度に係る自己点検・評価について、学校
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教育法第１０９条に基づき、自己点検評価書（案）を作成し、令和５年１１月１３日

（月）に開催された大学経営戦略会議で検証したことについて報告があった。 

 続けて、三村理事の指名により、伊藤評価センター長から各推進責任者より報告さ

れた自己点検・評価の結果について検証を行い、自己点検評価書（案）としてまとめ

たこと、その概要について、対象となる活動（教育課程、施設及び設備、学生支援、

学生受入、研究、財務、総務）のいずれも自己点検・評価の実施要領に示す手順によ

り適切に実施されていると判断したこと、全７９項目の内、「適切である」と判断され

た項目は５６項目、「注意が必要」と判断された項目は２２項目、「改善を要する」と

判断された項目は１項目であることの説明があり、審議の結果、原案のとおり承認さ

れた。 

 なお、本件は、１月開催の経営協議会及び役員会で審議したうえで、ホームページ

に掲載することとなった。 

 

（４）寄付講座の期間延長について 

 佐藤（法）副理事から、資料４に基づき、大学院環境生命自然科学研究科に設置さ

れている寄付講座「微生物インダストリー講座」について、設置期間を令和６年４月

１日から令和８年３月３１日まで延長することの説明があり、審議の結果、承認され

た。 

 なお、本件については、１月の役員会で審議することとなった。 

 

２ 報告事項 

（１）令和６年度予算の伝達について 

 袖山理事から、資料５に基づき、文部科学省から伝達のあった令和６年度予算につ

いて、文部科学省全体予算及び主な国立大学関係予算の概要が説明された後、本学の

予算について、運営費交付金伝達総額が１６７．５億円（対前年度▲１３．２億円）

であること、また、主な増減要因について報告があった。 

 なお、本件に関しては、１月の経営協議会で報告することとなった。 

 

３ その他 

（１）次回開催日について 

 次回は、２月２１日（水）１３時３０分から開催することとなった。 

 

以 上  


